
　国は、患者さんの経済的な負担軽減や医療保険財政の改善を図るため、

バイオ後発品（バイオシミラー）の使用促進に取り組んでいます。

　当院においてもバイオ後発品の使用に積極的に取り組んでいます。

　特許が切れた後に発売される薬として「ジェネリック医薬品」が

知られています。　バイオシミラーも同様の位置づけの薬ですが、

ジェネリックとは区別して扱われます。

　ジェネリック医薬品は特許が切れた医薬品と同じ有効成分を含みます。

しかしながら、バイオ医薬品は、複雑なタンパク質を有効成分とする

ため、全く同じ物を作ることが困難な医薬品です。　バイオシミラーは、

先発バイオ医薬品と構造にわずかな違いがありますが、有効性・安全性に

ついて多くの試験を行い、同等であることが認められた医薬品です。

公益社団法人日本海員掖済会　小樽掖済会病院

バイオ後発品（BS）の使用を推奨しています。


